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１．緒言

　2018 年シーズンは，男子 110m ハードル走で 2 つ

の日本記録が誕生した．一つは，第 102 回日本陸上

競技選手権大会における金井大旺選手（福井県ス

ポーツ協会）が記録した 13 秒 36（+0.7）であり，

もう一つは第 34 回 U20 日本陸上競技選手権大会（高

さ 99.1cm）における泉谷駿介選手（順天堂大）が

記録した U20 日本記録の 13 秒 19（-0.6）である．

また，7 月に行われた第 17 回 U20 世界陸上競技選

手権大会では，泉谷選手が銅メダルを獲得し，8 月

にインドネシアのジャカルタで行われたアジア競技

大会では，高山峻野選手（ゼンリン）が同じく銅メ

ダルを獲得するなど，国際大会でも結果を残すこと

のできたシーズンであったといえる．

　これまでハードル走では，ハードル間に要した時

間を計測し，それらのタイムをレース評価の指標と

して用いるレース分析が行われてきた（森田ほか，

1994；柴山ほか，2010，貴嶋ほか，2016）．本稿では，

2018 年シーズンに国内外で開催された主要競技会

におけるレース分析結果について報告する．

２．方法

2.1　対象競技会および分析対象者

　分析対象とした競技会は以下の 7大会とし，参加

した男子選手のべ 52 名を分析対象者とした．

①第 52 回織田幹雄記念国際陸上競技大会（4 月 29

日，広島広域・広島）

②第 5 回木南道孝記念陸上競技大会（5 月 6 日，ヤ

ンマースタジアム長居・大阪）

③セイコーゴールデングランプリ陸上 2018 大阪（5

月 20 日，ヤンマースタジアム長居・大阪）

④布勢スプリント 2018（6 月 3 日，布勢総合・鳥取）

⑤第 102 回日本陸上競技選手権大会（6 月 22 日～

24 日，維新百年記念・山口）

⑥第 18 回アジア競技大会（8 月 25 日～ 30 日，イ

ンドネシア・ジャカルタ）

⑦第 73 回国民体育大会（10 月 5 日～ 9 日，福井県営・

福井）

2.2　分析方法

　上記競技会におけるレースを，複数台の高速度ビ

デオカメラを用いて 239.7fps でパンニング撮影し

た．スタートピストルの光が映像に写り込んだ瞬間

を基準として，各カメラの映像を同期して分析を

行った．撮影した映像から，各選手が 10 台のハー

ドルを越える前の踏切脚接地と，越えた後のリード

脚接地のコマを読み取り，所要時間を算出した．こ

のとき，各ハードルの踏切脚接地からリード脚接地

までの時間をハードリングタイム，リード脚接地か

ら次のハードルの踏切脚接地までの時間をインター

バルランタイムとし，二つの和を区間タイムと定義

した．また，スタートシグナルから 1台目ハードル

後のリード脚接地までをアプローチ区間，10 台目

ハードル後のリード脚接地からフィニッシュライン

通過までをランイン区間とし，同様にタイムを算出

した．

　ハードル間の距離である 9.14m を各区間タイムで

除することによって，各区間の平均速度を算出した．

また尾縣（1999）を参考に，アプローチ区間では着

地側の距離として 1.6m を加えた 15.32m を区間距離

とし，ランイン区間では 1.6m を減じた 12.42m を区

間距離として平均速度を算出した．競技パフォーマ

ンスとの関係について検討するために，レース記録

と算出項目に関してピアソンの積率相関係数を算出

した．有意水準は 5% 未満とした．
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３．結果および考察

　表 1から表 7は，分析対象とした各レースにおけ

るタッチダウンタイム，区間タイム，インターバル

ランタイム，ハードリングタイム，および区間ス

ピードについて示したものである．図 1から図 7に

は，各レースにおける区間スピードの変化をそれぞ

れ示した．図 8は，レース記録とレース中の最高区

間速度の関係について示したものである．分析した

全レースのレース記録と最高区間速度の間に，強い

負の相関関係がみられた（r=-0.901, p<0.01）．また，

分析対象とした競技会のうち，5 レース以上出場し

ていた 2名の選手（金井選手，高山選手）に関して，

出場したレースにおけるレース記録と最高区間速度

の関係について検討した．その結果，金井選手は強

い負の相関関係がみられ（r=-0.879, p<0.05），高

山選手は有意ではないものの，中程度の負の相関関

係がみられた（r=-0.692）．以上のことから，レー

ス記録が高い選手ほど最高区間速度が高く，個人内

でも同様の傾向がみられることが明らかになった．
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図1　レース中における疾走速度の変化（180429　織田記念　A決勝）

表 1　レース分析結果（180429　織田記念　A決勝）
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図2　レース中における疾走速度の変化（180506　木南杯　決勝）

表 2　レース分析結果（180506　木南杯　決勝）



－ 136 －

図3　レース中における疾走速度の変化（180520GGP　大阪　決勝）

表 3　レース分析結果（180520GGP　大阪　決勝）
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図4　レース中における疾走速度の変化（180603　布勢スプリント　A決勝）

表 4　レース分析結果（ 180603　布勢スプリント　A決勝）
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図5 　レース中における疾走速度の変化（180624　日本選手権　決勝）

表 5 　レース分析結果（ 180624　日本選手権　決勝）
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図6　レース中における疾走速度の変化（180828　アジア大会　決勝）

表 6 　レース分析結果（180828　アジア大会　決勝）
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図7　レース中における疾走速度の変化（181008　国民体育大会　決勝）

表 7　レース分析結果（181008　国民体育大会　決勝）
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図8　レース記録と最高区間速度の関係


